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Abstract.　From the late May to middle June in 2015, Dollabella auricularia (Mollusca) 
showed an intrinsically nocturnal appearance at a wharf of the Seto fishing harbor, 
Shirahama, Wakayama, Japan even in an extraordinary conditions without laying any 
eggs.
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ミガイが出現した個体数を，2015 年 5 月 24 日





2―7 回，計 89 回の目視調査した．夜は LED
ライトの照明下で調査した．調査区域は前回














　毎日少なくとも 1 回の調査を 1 月から継続中
の 2015 年にも，和歌山県白浜町瀬戸漁港全体
では，タツナミガイは 5 月 17 日から出現した．















あろう．続く 5 月 27 － 29 日までの 3 日間の計
12 回の観察では出現は全くなかったので，観
察をこの後の短期間は休止とした．
　6 月になると調査初日の 3 日をはじめ，6 日，
12 － 13 日，15 日を除き（計 19 回の調査），本
種は頻繁に出現し，計 15 日間の調査の 10 日間
で見られた．また，出現時刻の大半は，夜間で

















久保田 信 . 2014. アメフラシとタツナミガイ（軟
体動物）の和歌山県白浜町瀬戸漁港船揚場
における 5 月下旬の夜間出現 .　日本生物地
理学会会報，69: 209-212.
（2015年 6月 17日  受領，2015年 10月 16日  受理）時間帯 5 月 6 月 5 月－ 6 月
出現 不在 出現 不在 出現 不在
5:31 - 17:30（昼間） 4 13 3 26 7 39
17:31 – 5:30（夜間） 3 8 15 17 18 25
表 1　タツナミガイの和歌山県白浜町瀬戸漁港船揚
場岸壁での 2015 年 5 月下旬から 6 月中旬にお
ける昼夜（干潮時を除く）の出現頻度の相違 .
Table  2 .　Different  appearance of  Dollabe l la 
auricularia between daytime and night in a day 
(excluding ebb tide) in the late May to middle 
June in 2015 at wharf of the Seto fishing port in 
Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan. 
